
４年生 春の生き物

～子どもの意欲を高める工夫



春らしい自然（生き物の活動の始まり）
を見つけよう！
～植物は発芽、開芽して急速に成長を始め、
動物も孵化、羽化して活動が活発になります。



Ⅰ.植物の活動の始まり
～発芽や開花、芽吹き、枝の伸長など、目印

をつけて継続観察させましょう。短期間に大きく
姿を変え、成長します。
（同時期に、いろいろな成長段階の個体を見つけられ
ることもあります。）

ニワトコ 開花（4/13）



Ⅰ-1.咲いている花は、どう変わっていく？

カラスノエンドウの開花（4/19）
花から果実（豆）へのいろいろな段階
が同時期に観察できる。

カラスノエンドウの
種子散布（5/9）

熟してまっ黒になった
果皮（さや）がよじれて
裂けて種子を飛ばす。

※カラスノエンドウやナズナ、アブラナな
どがおすすめ。



Ⅰ-2.発芽した草や木は、どうなっていく？

アカマツ コナラ

オランダミミナグサ、オオイヌノフグリ、
ノゲシ、キュウリグサ

イロハモミジ

芽生えは見つかるが、その後は…？



Ⅰ-3.ロゼットはどうなっていく？
例.オニノゲシ

3/7

4/24 4/28



枝も大きく伸び、シマハナアブが花粉や蜜を
なめています（5/15）。

Ⅰ-4.冬芽や芽吹きはどうなっていく？ 例.マユミ

冬芽
（2/17）

芽吹き
（3/19）

開花
（5/15）

※冬芽や芽吹きの時期は既に過ぎてい
て途中からになることが多いが、最後の
「春の訪れ」でつなげられればよいだろう。



枝に目印をつけ、冬芽から芽吹き、開花・
結実、茎の伸長、葉の展開、紅葉・落葉と、
その１年間を追いかけます（途中からでも
ＯＫ）。自分の木、自分の枝を決めて、なる
べく間が空かないように記録しましょう。
※子どもの目の高さ以下で観察でき、花
や実がよくつく落葉樹がおすすめ。

樹木の１年間を追いかけましょう。



Ⅱ.動物の活動の始まり

～短期間に大きく姿を変え、成長し、活動が
活発になります。
昆虫の卵や幼虫、蛹は、ついている植物
などに目印を付け、継続観察を！

（同時期に、いろいろな成長段階の個体を見つけ
られることもあります。）

例.コガタルリハムシの一生。 幼虫も成虫も、ギシギシの仲間の葉を食べます。

交尾（4/17）
卵

（4/15）
幼虫
（5/1）

成虫
（5/13）



Ⅱ-1.花に来る虫を見つけよう！
例.カラスノエンドウは、いろいろな虫が来るので特におすすめ。

上左から花蜜を吸うニッポンヒゲナガハナバチ 、シロスジヒゲナガハナバチ 、
ミヤマセセリ、ナミアゲハ。 特に送粉者であるハナバチが多く訪れます。
下左から花外蜜腺の蜜をなめるナミホシヒラタアブ 、産卵する同種、茎の汁を吸
うマメアブラムシとそれを食べるナナホシテントウ、マメアブラムシの甘露を摂るアリ。



アブラナのなかま
４枚の花びらが十文字につく。

ムラサキハナナの蜜を吸うセイヨウミツバチ

タンポポのなかま
多数の小さな花（舌状花・管状花）
が集まり、1つの花のように見える。

ハルジオンの花粉や蜜をなめるセスジハリバエ

アブラナの花粉をなめるシマハナアブ セイヨウタンポポの蜜を吸うベニシジミ



シソのなかま
唇形の花で茎は四角。 葉は
十字に対になって付き、もむと
独特の匂いがする。

ヒメオドリコソウの蜜を吸うモンキチョウ

マメのなかま
蝶形の花で、葉は複葉が多い。
さやのような実に、少数の大き
な種子ができる。

シロツメクサの蜜を吸うセイヨウミツバチ

ホトケノザの蜜を吸うニッポンヒゲナガハナバチ ムラサキツメクサの蜜を吸うモンシロチョウ



Ⅱ-2.葉を食べる虫を見つけよう！

ニンジンの葉を食べる
キアゲハ幼虫

ジャガイモの葉を食べる
オオニジュウヤホシテントウ

シラカシの葉を食べる
カシワクチブトゾウムシ

ギシギシの葉を食べる
ハグロハバチ幼虫

サザンカの葉を食べる
チャドクガ幼虫



幼虫
（5/1）

成虫
（5/13）ギシギシの葉を食べるコガタルリハムシ幼虫（左）と成虫（右）

幼虫だけでなく、成虫も葉を食べるので「葉虫」

穴の開いた葉を見つけよう！ 葉の裏側にいるものも多い。



Ⅱ-3.モンシロチョウの一生は、どうだった？

卵

ふ化

5齢幼虫
ひたすら葉を食べ大きくなる さなぎ

羽化

飛翔・吸蜜交尾

産卵

他の昆虫は、どうだろう？



Ⅱ-4.昆虫の卵や幼虫は、どうなっていく？

例.ナミテントウ

交尾
（4/24）

産卵
（4/22）

幼虫
（5/9）

さなぎ
（5/7）

同じ木や草の近くにいる成虫や産卵シーンなど
から、卵や幼虫の正体が分かることもあります。



アオスジアゲハの幼虫からさなぎ（7/5蛹化）、成虫へ（7/15 羽化）

Ⅱ-5.昆虫のさなぎは、どうなっていく？

7/5
さなぎ

7/15
8：27

7/15
16：31

7/15
18：24

7/16
7：30

6/22
4齢幼虫

7/3
前蛹

6/29
終齢幼虫

羽化シーンや
食草から、幼虫
やさなぎの正体
が分かることも
あります。



Ⅱ-6.カエルの卵や幼生（おたまじゃくし）
は、どうなっていく？

抱接（3/15） 卵（3/26） 幼生（4/17）

子ガエル（5/20）

例.ヒキガエル

子ガエル（9/11）

幼生の
口と腸（4/24）



Ⅱ-7.鳥やカナヘビ、トンボなど

・ツグミなど冬鳥は、いつ頃まで見られるだろう？

・ツバメなど夏鳥は、いつ頃来るだろう？

・カナヘビやトカゲ、ヘビはいつ頃から見られるだろう？

・トンボは？

・ハチは？

冬鳥 ツグミ（4/26） 夏鳥 ツバメ（4/11） ニホンカナヘビ（3/29）

越冬ツバメ（1/2） ニホンミツバチ（2/3） セイヨウミツバチ（3/3）



春の生き物は短期間に大きく姿を変え、限ら
れた時期にしか見られないものもいます。朝の
会での発表や報告の掲示など、授業以外でも
発表の機会があるといいでしょう。
また、植物の成長や動物の活動は季節や気温、
天候の影響が大きいので、必ず日時と天候、
気温（、湿度）も記録させましょう。

ウワミズザクラ アブラナの蜜を吸うビロードツリアブ



Ⅲ.名前が分からない時、どうしたらよいか？
⇒ その特徴から仮の名をつけさせてしまいましょう。
聞かれてすぐに教えてしまうと、それですべて分かった気に
なってしまい、特徴をとらえられません。

背が高いですね。 果実は泡だったように見えますね。

例えば、この植物の名は？

それで、セイタカアワダチソウと名付けられました。
特徴をよくあらわしています。



その茎につくアブラムシの名は？

セイタカアワダチソウ
につくひげ（触角）の
長いアブラムシなの
で、セイタカアワダチ
ソウヒゲナガアブラ
ムシと名付けられま
した。
そのまんまですね。

本当の名前でも、その特徴から付けられたものが多いのです。
見たままの特徴を、そのまま仮名にしてしまいましょう。特徴が
分かれば、それをもとに正確な名前が分かることもあります。
そして、「樹木の１年間を追いかけましょう。」のように目印をつ
けて継続観察すると、後で本当の名前が分かることもあります。



Ⅳ．生き物を呼ぶ校庭に！

池と水草があるだけでも、トンボやカエル、野鳥が来ます。

水草を入れた校庭の池で
クロスジギンヤンマの羽化

水草を入れた校庭の池に来
たシュレーゲルアオガエル

ビオトープの池で水浴び
するハクセキレイ



池が無理なら、水草を入れたバケツ等でも。

２階ベランダに置いたバケツの、熱帯スイレンの葉陰で暑さをしのぐアマガエル。



畑が無理なら、プランターでも。

プランターのキャベツに来た、モンシロチョウ。

羽化も見られました。



※ 意欲を高めるための工夫 1 （観察前）
写真パネル（または絵本）

・観察前に写真パネルなどで目のつけ所を確認し、
意欲を高めてから始めると効果的です。

写真パネルの例（A4
版以上で）

Ｔ：咲いている花には、こん
なのが来ているかもしれな
いよ。

Ｃ：あっ、ハチだ！

Ｔ：何をしているのかな？



見せたい写真パネル1 （咲いている花を見つけよう！）

花の蜜や花粉を食べる昆虫がいるかも

ハルジオンの蜜を吸うセイヨウミツバチ



見せたい写真パネル2 （穴の開いた葉を見つけよう！）

葉を食べる昆虫がいるかも

ギシギシの葉を食べるコガタルリハムシ幼虫



見せたい写真パネル3 （それらの周りも探してみよう！）

花や葉に来る昆虫を食べる虫がいるかも

ルリニワゼキショウの花で獲物を待つカマキリ幼虫



※ 意欲を高めるための工夫 2 （観察時）
観察ビンゴシート 導入の観察に使うと効果的



観察ビンゴシートの作り方（例）



※ 意欲を高めるための工夫 3 （観察後）
掲示物

見られた植物や観察

風景の写真を撮っておき、

なるべく早めに掲示して

「名前や特徴が分かった

ら教えてね」と呼びかけ

て、児童の報告などから

分かったことを書き加え

ていくのもよいです。



樹木マップや
校舎配置図な
どに写真を貼
り付け、掲示す
るのも効果的。

「ここにも、こん
な花が咲いて
いたよ」と教え
てくれる子ども
も出てくるかも
しれません。



※ 意欲を高めるための工夫 4 （全体通して）

何より大事なのは、発表者や調べたことを教えてくれた
子どもを大げさなくらいほめることです。

先生自身も観察を楽しみ、たくさんほめてじっくり観察
させ、生きもの大好きな子どもに育てましょう。



参考になる図書、ホームページなど

・『新版 理科実験の教科書 4年』 宮内主斗 中嶋久編著 （さくら社）

・学校周辺の自然（宮内のホームページ）
http://nature.kids.coocan.jp/Shizen/Ushiku_School.htm

・自分の木 プログラム ワークシート （筑波実験植物園のHPからダウンロードできます）
http://www.tbg.kahaku.go.jp/education/school/pdf/sheet_s34_02.pdf

・『新 雑草博士入門』 岩瀬徹 飯島和子 川名興 (全国農村教育協会)

・『樹木博士入門』 小幡和男 岩瀬徹 川名興 飯島和子 宮本卓也(全国農村教育協会)

・『樹木生活史図鑑』 八田洋章監修  高橋俊一編集 （北隆館）

・『野や庭の昆虫』 中山周平 （小学館）

http://nature.kids.coocan.jp/Shizen/Ushiku_School.htm
http://www.tbg.kahaku.go.jp/education/school/pdf/sheet_s34_02.pdf
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